
（MSN型）

2020074-HR

伸縮装置に、ゆるみやガタツキがありませんか。

はしごの支柱が曲がっていませんか。

はしご全体が大きく曲がっていませんか。

曲がっている場合は、使わないで破棄してください。

曲がっている場合は、使わないで破棄してください。

ねじれかたが、以前より大きい。
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1.設置場所について
2.起こしかた・倒しかた
3.立て掛けかた
4.操作のしかた
5.昇りかた・降りかた

1.お手入れのしかた
2.保管のしかた

10：00～16：00　ただし12：00～13：00及び土・日・祝を除く

イラストはMSN38タイプ（13段）
MSN44タイプは15段



可動部で手や指を
はさまないよう注意

伸縮装置のロック
忘れに注意

記載されている内容を守らなければ、けがや
製品が破損するおそれがあることを示します。

製品を操作するときに、可動部で手や指をは
さむおそれがあることを示します。

この面は裏面です
使用禁止

ロックされていないと、支柱が縮み、製品が
転倒し、破損や傷害事故のおそれがあること
を示します。

バランスをくずして、転倒や転落のおそれがあ
ることを示します。

裏面を使うと踏ざんから足を滑らせて、転落
するおそれがあることを示します。 伸縮装置（ロックレバー）

支柱ブラケット

75度指示ラベル

（ラベルナンバー：ALAー52ー○）

（ラベルナンバー：ALAー53ー○）

（ラベルナンバー：ALAー54ー○）

（ラベルナンバー：ALAー53ー○）

（ラベルナンバー：ALAー54ー○）

（ラベルナンバー：ALAー53ー○）

（ラベルナンバー：ALAー53ー○）

（ラベルナンバー：ALAー55ー○）

※ イラストはMSN44タイプ（15段）
です。

 MSN38タイプには下から2段目と
3段目の踏ざんはありません。

※MSN44タイプのみ
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ここに記載されている注意事項を守らない
と、死亡や重大な事故、製品の破損が生じる
おそれがあります。

この製品は、建物などに立て掛けて、高い所
に昇り降りする用途に作られた「はしご」で
す。使いかたを誤ったり、用途以外の使いか
たをしますと、転倒や転落による重大な事故
のおそれがあります。

補助者がはしごを支えないと、はしごが動き
ます。そのときバランスをくずして、転倒や
転落のおそれがあります。

重大な事故を起こすおそれがあります。

この製品の取扱説明書や警告ラベルには、
安全に使用する上で特に重要なことが書か
れていますので、内容が理解できない人が
使うと、重大な事故につながるおそれがあり
ます。

製品に引っ掛かったり、すそを踏みつけるお
それのある服装で使用しないでください。

異常のあるときは、絶対に使わないでくださ
い。重大な事故につながるおそれがありま
す。
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雨の中や風の強い場所には、
設置しないでください。

足元や周囲がはっきり見え
ない暗がりには、設置しない
でください。

警告

禁止

転倒や転落のおそれがあります。

注意

禁止

周囲に危険なものがある場
所や、頭上に障害物のある
場所には設置しないでくだ
さい。

.

はしごを持ち運ぶときは、
引きずったり、投げたり、
乱暴に扱わないでください。

踏ざんが伸びて、人や建物に当たり、事故を
起こすおそれがあります。

製品が変形したり、亀裂が入り、使用中に
折れるおそれがあります。

設置場所が下記の状態では、はしごが傾い
て転倒や転落のおそれがあります。

設置場所が下記の状態では、転倒や転落の
おそれがあります。

出入りする人や開けたドアで、はしごが倒
されて転倒や転落のおそれがあります。

濡れた踏ざんで滑ったり、強い風を受けて
身体のバランスをくずして、転倒や転落の
おそれがあります。

足を踏み外したり、周囲の危険な物に気付
かないことが原因で、転倒や転落のおそれ
があります。

1人で操作をするとはしごのバランスをく
ずして、はしごを転倒させて、重大な事故
を起こすおそれがあります。
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警告

警告

はしごの立て掛け角度は、約
75度にしてください。

はしごの裏面は、絶対に使わ
ないでください。

はしごを立てすぎると倒れ、ねかせすぎる
と滑りますので、転倒や転落の危険があり
ます。

足を滑らせて転落するおそれがあります。

支柱を伸ばして使用状態にするとき、伸縮
装置が確実にロックされていることを確認
してください。ロックされていないと支柱
が縮んで、転倒や転落のおそれがあります。

はしごの支柱を伸ばしたと
き、伸縮装置を確実にロック
してください。

ロックが確実にかかっていない場合は、はし
ごが縮み転倒や転落等の重大な事故につな
がる危険があります。

はしごを中間の長さで使用
するときは、ロックが確実に
かかっていることを、十分に
ご確認の上ご使用ください。

はしごを吊り下げて使わな
いでください。

踏ざんと踏ざんの間に手や指などがはさ
まれて、重大な事故のおそれがあります。

製品が破損したり、不安定になり転倒や転落
のおそれがあります。

はしごを建物の接点から長く突き出しすぎ
ると、はしごから屋根に乗り移る場合、はしご
が動きます。そのときバランスをくずして、
転倒や転落のおそれがあります。建物の高
さに合ったはしごをお使いください。

身体が不安定になり、転倒や転落のおそれ
があります。

はしごが破損して、
転倒や転落のおそ
れがあります。

つなぎ目が折れたり、
台や箱が移動して、
転倒や転落のおそ
れがあります。

はしごのしなりや滑りによって、はしごの先
端が外れ、転倒や転落のおそれがあります。

7 8



壁などを無理に押し
たりすると、その反
動ではしごが立ち上
がったり、ずれたりし
て、バランスをくず
して、転倒や転落の
おそれがあります。

使用中は伸縮装置（ロック
レバー）を操作しないでくだ
さい。

踏ざんが直接あ
たると、はしご
が不安定になり、
バランスをくずして、
転倒や転落のおそれ
があります。

使用中に踏ざんの伸縮装置（ロックレバー）
を操作すると、ロックが解除され支柱が縮
んで、転倒や転落のおそれがあります。

はしごがずれて不安定
になり、転倒や
転落のおそれ
があります。

はしごの接地側が持ち上がって不安定にな
り、転倒や転落のおそれがあります。

身体のバランスをくずしたり、接地面が不安
定になって、転倒や転落のおそれがあります。

はしごが不安定に
なり、転倒や転落の
おそれがあります。

身体が不安定にな
り、転倒や転落のお
それがあります。

身体を乗り出すと
バランスをくずし
て、転倒や転落の
おそれがあります。

バランスをくずして、
転倒や転落のおそれ
があります。そのよう
な荷物があるときは、
背中に背負うなどし
て、両手両足が使える
状態にしてください。

傷害事故のおそれがあります。降りるとき
は、最下段の踏ざんまで使って慎重に降り
てください。

墜落した場合、墜落時の衝撃ではしごの
転倒や破損のおそれがあります。

はしごに墜落制止用器具
(安全帯）や安全ブロックを
取り付けて使用しないでく
ださい。
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滑り止め端具

滑りにくい場所
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滑り止め端具
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※ロック状態

※ロックされていない状態

伸縮装置（ロックレバー）
の内側に緑色のマーク
が見える

伸縮装置（ロックレバー）
の外側に赤色のマーク
が見える

 
伸縮装置（ロックレバー）

はしごを伸ばした後、長さ調整の
ために任意の中間にある踏ざん
を縮めると、ロックが掛かってい
ない状態となり大変危険です。
また、踏ざん間隔が等間隔には
ならず昇降時に危険になります
ので、絶対にしないでください。はしごを横にして（Ｂ）の人が左右の滑り止

め端具上部の支柱を持ち、（Ａ）の人が最
下段から一段上の踏ざんの両端を持って
ください。

（Ａ）の人は伸縮装置（ロックレバー）が左
右ともに「カチッ」と音がするまで支柱を
引き伸ばしてください。
この動作を下段から一段ごとに繰り返し行
い、希望の長さまで伸ばしてください。

伸ばした支柱の各段が確実にロックされ
ていることを確かめてください。

はしごを横にして、（Ｂ）の人が滑り止め端具
部を足で押さえながら、最下段支柱の左右
を持ち、（Ａ）の人が最上段の支柱を持って
ください。

（Ｂ）の人が最下段の伸縮装置（ロックレ
バー）を解除したら、（Ａ）の人がはしごを押
して一段縮めてください。
この動作を下段から一段ごとに繰り返し行
い、はしごを縮めてください。

＜伸ばしかた＞

＜縮めかた＞
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〈現象〉　伸縮装置が確実にロックできない。

点検する箇所

伸縮装置の機能がそこなわれるような破損や
変形、サビ付きがありませんか。

伸縮装置に泥やセメント・ごみ・ペンキなど
の付着や噛み込みがありませんか。

ある場合は使わないでください。
（弊社までご相談ください。）

ある場合は、取り除いてください。
取り除けない場合は、使わないでください。
（弊社までご相談ください。）

処置のしかた

「故障かな？」と思ったら（不調診断）

はしごへ昇る前に、必ず伸縮装置（ロック
レバー）が確実にロックされていること
を確認してください。


